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ま人災

防ぐはあなた
‘災火一

．
」
車

“
町
ぐ
る
み
　
家
族
ぐ
る
み

　
　
　
　
火
の
用
心
”

市中行進

　
6
月
3
0
日
、
強
風
時
消
防
演
習
が
松

代
中
心
地
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
強
風
時
に
お
け
る
火
災
を
想

定
し
、
消
防
機
能
を
最
高
に
活
用
し
一

般
住
民
の
生
命
・
財
産
・
身
体
を
災
害

よ
り
保
護
し
防
火
思
想
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
消
防
団
・
東
頚
消

防
署
松
代
分
遣
所
を
実
施
機
関
と
し
、

安
塚
警
察
署
、
上
越
地
域
消
防
事
務
組

合
、
上
越
消
防
署
、
東
頚
消
防
署
、
町

交
通
指
導
隊
の
応
援
協
力
を
得
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
演
習
に
は
、
団
員
が
一
二
〇
名
、
消

防
車
輌
も
消
防
車
6
台
、
小
型
動
カ
ポ

ン
プ
9
台
、
放
水
砲
車
1
台
、
梯
子
車

1
台
な
ど
21
台
が
参
加
、
鍛
え
ら
れ
た

心
強
さ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
火
災
は
す
べ
て
を
灰
に
し
て
し
ま
い

ま
す
。
火
の
元
点
検
な
ど
を
家
族
ぐ
る

み
で
話
し
合
っ
て
、
み
ん
な
で
防
火
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お



難
灘
鑛
灘
懸
灘
灘
黙
雛

　
6
月
26
日
松
代
町
議
会
第
2
回
定
例

会
が
招
集
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
1
5
件
の
議
案
が
付
議
・
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

報
告
事
項

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

o
松
代
中
学
校
屋
外
運
動
場
の
照
明
施

設
建
設
に
か
か
る
事
業
費
三
、
六
一
四

万
円
を
一
般
会
計
予
算
に
追
加
し
、
総

額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
一
億
四
、

五
七
三
万
九
千
円
と
専
決
処
分
し
た
こ

と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
早
稲
田
大
学
誘
致
の
協
議
に
基
づ
き

山
平
中
学
校
隣
接
地
、
一
八
、
四
七
〇

，
彿
（
台
帳
面
積
）
を
七
〇
〇
万
円
で
取

得
し
た
こ
と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し

た
。○

早
稲
田
大
学
に
旧
山
平
中
学
校
の
、

　
校
舎
　
一
、
六
九
三
，
那

　
屋
体
　
　
　
四
五
〇
。
那

　
寄
宿
舎
　
　
二
二
二
、
那

　
校
地
及
び
山
林
等
三
七
、
六
八
六
．
η

　
（
前
記
土
地
を
含
む
）

　
を
一
、
六
〇
〇
万
円
で
売
却
し
た
こ

と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
決
事
項

◇
5
4
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
一
億
二
、
〇
一
八
万
四
千
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
二
二
億

六
、
五
九
二
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

・
町
税
　
　
　
　
　
一
、
二
〇
〇
万
円

・
地
方
交
付
税
　
　
　
　
一
九
一
万
円

・
農
業
基
盤
整
備
事
業
受
益
者
分
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

・
県
支
出
金
　
　
　
四
、
二
一
二
万
円

・
鉄
道
公
団
受
託
工
事
収
入

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
〇
六
四
万
円

・
町
債
　
　
　
　
　
二
、
六
五
〇
万
円

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
除
雪
管
理
棟
建
設
事
業
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

・
役
場
裏
整
備
事
業
費
増
二
二
〇
万
円

・
室
野
～
竹
所
線
農
免
農
道
測
量
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

・
室
野
圃
場
第
2
地
区
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

・
室
野
赤
坂
地
区
水
道
管
埋
設
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
町
道
（
犬
伏
地
区
）
舗
装
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
○
○
○
万
円

・
林
業
費
（
造
林
組
合
補
助
金
（
小
型

　
マ
イ
ク
ロ
・
テ
ン
ト
等
）
九
一
万
円

・
儀
明
地
内
道
路
用
地
買
収
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
一
万
円

・
道
路
台
帳
作
成
委
託
料
五
〇
〇
万
円

・
長
命
寺
線
並
び
に
鍋
立
山
ト
ン
ネ
ル

　
東
口
上
、
農
地
復
旧
、
鉄
道
公
団
受

　
託
工
事
費
　
　
　
二
、
一
四
二
万
円

・
移
動
公
民
館
広
報
自
動
車
購
入
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
万
円

・
災
害
復
旧
費
　
　
三
、
○
〇
五
万
円

・
特
定
農
山
村
振
興
特
別
対
策
事
業
費

（
育
苗
施
設
設
計
監
理
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
万
円

　
育
苗
施
設
請
負
費
一
、
四
九
三
万
円

　
育
苗
施
設
機
械
等
　
　
四
七
一
万
円

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
七
〇
二
万
八
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
八
、
四
三
七
万
二
千

円
と
し
ま
し
た
。

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
室
野
赤
坂
地
区
送
水
管
埋
設
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
儀
明
線
の
送
水
管
布
設
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
万
円

・
塩
素
減
菌
機
買
替
代
（
二
台
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
五
万
円

・
松
代
地
区
内
配
水
管
布
設
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
万
円

「
歳
入
」
主
な
も
の

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
二
三
七
万
円

・
圃
場
整
備
送
水
管
埋
設
工
事
繰
入
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
農
免
農
道
送
水
管
布
設
替
委
託
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
五
万
円

◇
町
消
防
団
の
定
員
・
給
与
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
こ
れ
は
団
員
の
定
年
を
40
歳
と
し
、

定
員
を
六
八
○
人
か
ら
五
八
五
名
に
改

め
た
も
の
で
す
。

◇
町
行
政
財
産
及
び
公
の
施
設
使
用
料

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
小
・
中
学
校
の
使
用
料
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
、
松
代
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
の
夜
間
照
明
施
設
を
使
用

の
場
合
は
、

・
野
球
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
等

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
○
○
○
円

・
ス
キ
i
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
円

・
そ
の
他
　
　
　
　
一
、
○
○
○
円

の
使
用
料
を
徴
収
さ
れ
ま
す
。

◇
昭
和
54
年
度
町
農
業
共
済
事
業
・
水

　
稲
・
蚕
繭
無
事
戻
金
に
つ
い
て

　
q
D
水
稲
共
済
無
事
戻
金
　
五
〇
〇
人

　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
万
九
〇
一
円

　
別
蚕
繭
共
済
無
事
戻
金
　
　
　
六
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
、
四
五
二
円

◇
機
械
の
購
入
契
約
に
つ
い
て

　
小
松
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
1
台
を
一
、

六
九
五
万
円
で
購
入
す
る
も
の
で
す
。

◇
53
年
度
町
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

　
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　
水
稲
に
つ
い
て
は
、
6
・
26
水
害
の

た
め
収
穫
皆
無
田
が
三
一
九
a
、
3
割

以
上
被
害
田
一
、
八
O
八
a
、
減
収
量

は
二
七
、
五
三
七
晦
と
大
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
収
入
　
三
、
九
二
五
万
六
千
円

　
支
出
　
三
、
七
〇
三
万
六
千
円

　
差
引
剰
余
金
　
二
二
二
万
円

水
稲
共
済
事
業

　
　
　
　
被
害
概
況

　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
前
年
度

3
割
以
上
被
害
戸
数

　
　
　
　
三
二
五
戸
　
　
（
五
三
戸
）

被
害
面
積

　
　
二
、
一
二
七
a
　
（
四
一
八
a
）

共
済
金

　
　
七
七
三
万
七
、
八
九
七
円

　
　
　
　
　
　
（
九
七
万
九
二
〇
円
）

◇
駈
年
産
米
政
府
買
入
価
格
等
に
関
す

　
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
昭
和
54
年
産
米
価
に
つ
い
て
一
俵
6
0

晦
当
り
一
万
九
、
三
八
二
円
の
実
現
と

農
業
基
本
政
策
の
確
立
、
米
穀
政
策
の

確
立
等
に
関
す
る
要
請
な
ど
の
意
見
書

を
中
央
関
係
大
臣
に
発
送
す
る
も
の
で

す
。



卸

農
業
馨
　
．
繁
蓋
榔
魏
灘
鱗
難
．
欝
關
鎌
嚇
塞
鰺
難

　
今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
後
継

者
で
今
ま
で
農
業
者
年
金
に
加
入
し
な

か
っ
た
た
め
に
、
現
在
で
は
加
入
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
人
が
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
◎

☆
特
別
加
入
で
き
る

後
継
者
の
要
件
は
☆

　
大
正
八
年
七
月
三
日
よ
り
昭
和
十
五

年
一
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
六
十
才

未
満
の
人
で
、
基
準
日
（
次
表
）
に
父

母
が
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営
を

行
な
っ
て
い
た
人
が
該
当
し
ま
す
が
、

ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
加

入
を
希
望
す
る
方
は
、
農
協
ま
た
は
農

業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

区　　　　　　　　　　　分 基　　準　　日

大正8年7月3日から大正9年1月1日 昭和49．年7月1日

までの間に生まれた者

大正　9．1．2～昭和11．1．1． 〃　50．　1．　1

昭和11．1，2～　〃　12．1．1． 〃　51．　1．　1

〃　　　1　2．　1，　2　　～　　〃　　　1　3．　1．　　1． 〃　52．　1．　1

〃　　　13．　1，　2　　～　　〃　　　1　4．　1．　1． 〃　53．　1．　1

〃　　　1　4．　1，　2　　～　　〃　　　1　5．　1．　　1． 〃　54．　1．　1

☆
加
入
の
申
し
出
は
☆

　
加
入
の
申
し
出
は
、
七
月
一
日
よ
り

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
こ
と
し
限
り

で
す
。

☆
保
険
料
は
☆

　
保
険
料
は
月
額
三
千
六
百
円
で
す
。

な
お
、
基
準
日
以
前
の
保
険
料
の
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
特
例
の
申
し
出
期
限
は
、
今

年
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
、
ま
た
昨
年
の
経

営
主
の
特
例
加
入
の
期
限
も
、
今
年
い

っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。
　
（
経
営
主
の

加
入
の
特
例
の
詳
細
は
、
昭
和
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
十
月
十
五
日
発
行
の
　
広
報
ま
つ
だ

い
第
二
二
七
号
”
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。
）

　
最
後
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ぜ

ひ
加
入
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

◎
経
営
移
譲
年
金

納めた保険料と年金額表

　
経
営
移
譲
年
金
が
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
り
、
七
月
一
日
よ
り
お
お
む
ね
三
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
年
金
額
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

◎
離
農
給
付
金
に
つ
い
て

　
離
農
給
付
金
の
額
も
、
七
月
一
日
よ

り
高
齢
者
が
百
三
十
八
万
円
に
、
そ
の

他
が
五
十
九
万
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
万

円
と
二
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
来
年
の
五
月
で
終
了
い

た
し
ま
す
。
離
農
し
よ
う
と
し
て
い
る

方
で
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
早
め
に
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
下

さ
い
。

一　年 間　の　年 金　支 給　額

保険料 保　険　料 60～64歳 65 歳　　以 降

納付済 経営移譲 農業 者年金 国　民 年　金 計

期　　間 納付総額 年金　㈹ 経営移譲
年金　（B）

農業者老
齢年金◎

附加年金
　　（D）

老齢年金
　　（E）

（Bl＋◎＋（Dド（E〉

円 円 円 円 円 円 円

5伍の場合 55，800 376，600 37，700 47，100 12，000 354，900 451，700
6　　〃 75，600 401，700 40，，200 56，500 14，400 366，400 477，500
7　　〃 105，000 426，800 42，700 65，900 16，800 378，000 503，400
8　　〃 139，440 451，900 45，200 75，300 19，200 389，600 529，3QO
9　　〃 178，920 477，000 47，700 84，700 21，600 401，200 555，200

10　　〃 226，560 502，100 50，200 94，100 24，000 412，800 581，100
11　　〃 274，200 527，200 52，700 103，600 26，400 424，400 607，100
12　　〃 321，840 552，300 55，200 113，000 28，800 436，000 633，000
13　　〃 369，480 577，400 57，700 122，400 31，200 447，600 658，900
14　　〃 417，120 602，500 60，300 131，800 33，600 459，100 684，800
15　　〃 464，760 627，600 62，800 141，200 36，000 470，700 710，700
16　　〃 512，400 652，700 65，300 150，600 38，400 489，600 743，900
17　　〃 560，040 677，900 67，800 160，000 40，800 508，400 777，000
18　　〃 607，680 703，000 70，300 169，500 43，200 527，200 810，200
19　　〃
　　　θ 655，320 728，100 72，800 178，900 45，600 546，000 843，300
20　　〃 702，960 753，200 75，300 188，300 48，000 564，900 876，500
25　　〃 941，160 941，500 94，100 235，400 60，000 659，000 1，048，500

30　　〃 1，179，360 1，129，800 113，000 282，400 72，000 753，200 1，220，600
40　　〃 1，655，760 1，506，300 150，600 376，600 96，000 753，200 1，376，400

（3）
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”田

蒲生小5年

小堺仁史

　
ぼ
く
と
姉
ち
ゃ
ん
で
、
山
に
行
き
ま

し
た
。
母
ち
ゃ
ん
が
、

「
な
あ
も
　
田
う
え
し
ろ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
半
ズ
ボ
ン

に
な
っ
て
　
田
に
入
り
ま
し
た
。
苗
を

と
っ
て
　
う
え
て
い
き
ま
し
た
。
姉
ち

ゃ
ん
と
　
じ
ゃ
れ
て
や
っ
て
い
た
ら

「
ね
ら
　
す
っ
け
ん
こ
と
し
ん
な
あ
凶

と
　
母
ち
ゃ
ん
に
　
お
め
ら
れ
ま
し
た
。

「
は
あ
い
。
」

と
い
っ
て
　
や
め
ま
し
た
。
田
の
中
を

歩
い
て
い
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ふ
ん
だ
と
こ
ろ
だ
け
　
へ
え
が
は
え

た
り
す
ら
あ
す
け
　
あ
ん
ま
り
　
そ
こ

ら
歩
く
な
。
」

と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
列
め
が
お
わ
っ
た
ろ

「
な
あ
　
こ
ん
ど
二
列
や
れ
、
お
れ
だ

っ
て
　
三
列
や
っ
て
ら
あ
す
け
。
」

と
　
姉
ち
ゃ
ん
が
　
い
っ
た
の
で
　
二

列
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん

が

「
そ
こ
の
く
わ
持
っ
て
き
て
く
れ
凶

と
い
っ
た
の
で

「
ん
、
う
。
」

と
い
っ
た
ら

「
そ
こ
の
　
く
わ
そ
う
。
」

と
　
つ
よ
く
い
っ
た
の
で
持
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
　
田
う
え
を
し
て
い
る
と

「
昼
だ
す
け
　
い
こ
て
。
」

と
　
母
ち
ゃ
ん
が
　
い
っ
た
の
で
　
家

に
い
っ
て
　
お
昼
を
食
べ
ま
し
た
。

5
　
以
下
　
略
　
5

〈
五
月
二
七
日
（
日
）
の
日
記
よ
り
〉

　
現
代
っ
子
は
、
労
働
の
報
酬
を
金
銭

に
求
め
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
は
親

の
安
易
な
妥
協
が
多
く
、
子
ど
も
に
振

り
ま
わ
さ
れ
て
い
る
姿
が
意
外
に
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
親
と
し
て
充
分
考
え
直

さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
一

員
と
し
て
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
た
り

忙
し
い
毎
日
の
生
活
の
中
で
自
分
の
役

割
分
担
を
果
た
す
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
貴
い
こ
と
な
ん
だ
と
い
う
少
し

掘
り
さ
げ
た
見
方
を
働
く
こ
と
を
通
し

て
教
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
人
間
の
根
気
に
か
な
う
も
の
は
な
い
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
家
族
の
一
員
と
し

て
の
自
覚
と
役
割
と
責
任
を
小
さ
い
子

ど
も
の
う
ち
か
ら
教
え
、
一
生
懸
命
努

力
す
れ
ば
必
ず
成
功
で
き
る
こ
と
を
子

ど
も
の
・
い
に
う
え
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ヨ
ヨ
ヨ
ヨ
サ
　
り
　
ヨ
ワ
　
ヨ
ヨ
ヨ
ワ
　
サ
　
ワ
　
ヨ
　
サ
の
ワ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
事
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
仕
と
子

　
五
月
二
十
八
日
、

さ
ん
が
田
植
え
の
手
伝
い
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
。
私
と
悦
子
さ
ん
も
午
後
か
ら

山
へ
で
か
け
た
。

　
私
は
、
ず
っ
と
前
か
ら
こ
の
日
を
待

挙”田んぼのイ

さ　をしたこ、
ん
の　　北山小5年

お　　高橋純
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

っ
て
，
い
た
。
田
植
え
も
な
え
と
り
も
初

め
て
で
は
な
い
が
、
悦
子
さ
ん
と
や
れ

る
し
、
本
格
的
に
で
き
る
か
ら
だ
。

　
山
に
行
っ
て
、
さ
っ
そ
く
田
の
中
に

入
っ
た
。
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
た

ま
ら
な
い
。
さ
っ
そ
く
田
植
え
を
始
め

た
。
で
も
水
が
多
く
て
、
な
え
が
水
の

上
に
出
な
い
。
や
っ
と
終
わ
っ
て
後
ろ

を
見
る
と
、
ぐ
に
ょ
ぐ
に
ょ
に
曲
が
っ

て
い
る
。
母
さ
ん
た
ち
は
ま
っ
す
ぐ
で
、

そ
れ
で
い
て
、
ぐ
ー
ん
と
速
い
の
だ
。

　
何
列
も
く
り
か
え
し
て
い
る
う
ち
に

こ
し
が
い
た
く
て
、
大
変
だ
っ
た
。
母

さ
ん
た
ち
は
、
こ
れ
を
毎
日
や
っ
て
い

る
の
で
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
つ
く
づ
く

思
っ
た
。

　
水
の
深
い
と
こ
ろ
に
来
た
の
で
、
な

え
と
り
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
で
も

な
え
の
結
び
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、

父
さ
ん
を
呼
ん
で
、
三
人
で
な
え
と
り

を
す
る
こ
と
に
し
た
。
父
さ
ん
は
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
教
え
て
く
れ
た
。

「
こ
こ
を
指
で
持
つ
ろ
う
。
そ
し
た
ら

な
え
を
ま
わ
し
て
…
…
。
」

　
私
に
は
む
ず
か
し
く
て
、
一
わ
し
か

で
き
な
か
っ
た
が
、
で
も
、
さ
す
が
悦
子
さ

ん
は
六
年
生
だ
け
あ
っ
て
、
三
ば
作
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
休
み
に
な
っ
た
。

お
に
ぎ
り
、
パ
ン
、
み
か
ん
、
き
ゅ
う

り
、
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た
。
山
で
食

べ
る
の
は
、
み
ん
な
お
い
し
か
っ
た
。
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日
曜
の
昼
、

仕
事
に
で
か
け
る
と
き
、

日
は
お
そ
く
な
る
す
け
、

て
お
い
て
く
れ
や
。

　
私
は
始
め
て
な
の
で
困
っ
た
と
思
っ

た
。
で
も
い
つ
も
母
に
作
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
ん
だ
し
、
そ
れ
に
私
も
も
う
六

年
の
女
の
子
な
ん
だ
か
ら
作
ろ
う
と
思

っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
に
を
入
れ

て
み
そ
汁
を
作
っ
た
ら
よ
い
か
考
え
た
。

母
が
嫁
に
く
る
前
、
寺
田
の
家
で
祖
母

か
ら
、
シ
ソ
の
葉
の
み
そ
汁
を
作
っ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
と
言
っ
た
の
を
思
い
だ
し

た
。

　
　
の
〃

　
　
葉
り
　
弓

　
　
の
く
年
真

　
　
粥
顕

　
　
器
懸

　
　
塒

母
と
父
が
遠
く
の
山
へ

　
　
　
　
母
が
、
　
「
今

　
　
　
　
み
そ
汁
作
っ

　
　
」
と
い
っ
た
。

　
そ
う
い
え
ば
父
も
シ
ソ
の
葉
の
天
ぷ

ら
が
好
き
だ
し
、
私
も
食
べ
た
こ
と
が

な
い
か
ら
、

「
今
日
の
み
そ
汁
の
み
は
シ
ソ
に
き
ー

め
た
。
」

　
と
声
に
だ
し
て
言
っ
て
か
ら
、
シ
ソ

を
取
り
に
い
っ
た
。
シ
ソ
だ
け
は
も
の

た
り
な
い
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
に
ね
ぎ
も

こ
い
で
き
た
。
や
が
て
、
う
ま
そ
う
な

み
そ
汁
が
で
き
あ
が
っ
た
こ
ろ
、
父
と

母
が
帰
っ
て
き
て
、
み
ん
な
で
夕
飯
に

し
た
。
私
は
み
ん
な
に
み
そ
汁
を
も
っ

て
あ
げ
た
。
母
は
、
　
「
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
。

寺
田
で
食
べ
た
よ
り
、
う
ん
め
い
。
」

と
い
っ
て
く
れ
た
。
父
は
「
天
ぷ
ら
や

つ
け
物
に
す
る
よ
り
う
ん
め
い
。
真
弓

か
あ
ち
ゃ
ん
よ
り
じ
ょ
う
ず
だ
ぞ
。
」

　
と
ほ
め
て
く
れ
た
。
義
明
は
い
や
と

い
っ
た
け
ど
由
美
子
も
み
ん
な
も
う
ま

そ
う
に
お
か
わ
り
を
し
た
。
私
は
う
れ

し
く
て
、
今
度
ま
た
作
ろ
う
と
心
に
決

め
た
。
今
で
も
と
き
ど
き
、
　
「
特
製
み

そ
汁
を
た
の
む
。
」
と
父
に
い
わ
れ
る
。



　
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
万
に
支
給
さ
れ

る
「
児
童
扶
養
手
当
」
を
一
．
」
存
知
で
し

ょ
う
か
。

※
　
手
当
の
対
象
者

L
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
。

3
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

a
父
が
法
に
定
め
ら
れ
た
障
害
の
状
態

　
に
あ
る
児
童
。

4
父
が
生
死
不
明
、
遺
棄
、
拘
束
（
一

　
年
以
上
）
さ
れ
て
い
る
児
童
。

5
未
婚
の
母
の
児
童
で
父
が
い
な
い
。

　
但
し
、
受
給
者
及
び
児
童
が
公
的
年

　
金
を
受
け
て
い
る
と
き
等
は
除
か
れ

　
ま
す
。

※
　
手
当
支
給
額

　
手
当
の
支
給
額
は
、
児
童
一
人
の
場

合
二
万
六
千
円
、
二
人
の
場
合
二
万
八

千
円
、
三
人
以
上
の
場
合
は
一
人
増
す

ご
と
に
四
百
円
加
算
さ

れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
十
…

二
月
、
四
月
、
八
月
に
…

前
月
ま
で
の
四
カ
月
分
…
　
当
当

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
心
身
障
害
の
お
子
さ

ん
の
た
め
の
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
一
．
」
存
じ
で

す
か
。

　
こ
れ
は
心
身
に
障
害

の
あ
る
お
子
さ
ん
を
家

庭
で
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
る
制
度
で

す
。※

手
当
の
対
象
と
支

　
給
額

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

※
p
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
児
童
一
人
の
場
合
月
額
二
万
千
五
百

円
か
ら
二
万
六
千
円
に
、
児
童
二
人
の

場
合
月
額
二
万
三
千
五
百
円
か
ら
二
万

八
千
円
に
。

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　
障
害
児
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
六
千

五
百
円
か
ら
二
万
円
に
。

　
重
度
障
害
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
万

四
千
八
百
円
か
ら
三
万
円
に
。
そ
れ
ぞ

れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

ノ
八
月
支
給
分
を
受
け
と
っ
た
後
、
役
場

社
会
福
祉
係
に
印
鑑
と
い
っ
し
ょ
に
証

書
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

「
児
童
手
当
」

　
　
　
　
家
庭
と
こ
ど
も
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
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特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
機
能

の
障
害
や
知
恵
お
く
れ
の
た
め
に
、
法

律
で
定
め
る
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す

る
重
い
障
害
が
あ
る
二
十
才
未
満
の
障

害
児
を
対
象
に
国
が
支
給
す
る
も
の
で

す
。
　
（
二
十
才
を
こ
え
た
場
合
は
、
国

民
年
金
制
度
に
よ
る
障
害
福
祉
年
金
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
）

　
手
当
の
支
給
額
は
、
現
在
一
級
障
害

で
月
額
三
万
円
、
二
級
障
害
で
二
万
円

で
す
。
い
ず
れ
も
十
二
月
、
四
月
、
八

月
に
前
月
ま
で
の
四
カ
月
分
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

　
手
当
支
給
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

役
場
社
会
福
祉
係
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

　
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
の
方
々
へ

　
手
当
が
今
年
の
八
月
一
日
よ
り
、
引

　
児
童
が
心
身
と
も
に

す
こ
や
か
に
成
長
す
る

こ
と
は
、
国
民
す
べ
て

の
願
い
で
あ
り
、
家
庭

と
社
会
が
と
も
ど
も
に

児
童
の
健
全
な
育
成
に

　
　
　
　
　
…
努
め
る
こ
と
鄭
望
ま
れ

　
　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
我
が
国
は
、

　
　
　
　
　
　
今
後
急
速
に
老
齢
化
社

　
　
　
　
　
　
会
を
迎
え
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
お
年
寄
り
を
扶
養
す
る

　
　
　
　
　
　
働
い
て
い
る
人
々
の
役

　
　
　
　
　
　
割
は
次
第
に
大
き
く
な

　
　
　
　
　
　
っ
て
い
き
ま
す
。
し
た
・

　
　
　
　
　
　
が
っ
て
、
将
来
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
う
な
役
割
が
期
待
さ
れ

て
い
る
現
在
の
児
童
の
健
全
な
育
成
・

資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

大
切
な
こ
と
と
な
る
わ
け
で
す
。
児
童

手
当
は
、
こ
の
た
め
の
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市

町
村
と
事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ
い
、

児
童
を
養
育
す
る
人
に
児
童
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
生
活
の

安
定
と
次
代
を
担
う
児
童
の
健
全
育
成

・
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

※
　
受
給
資
格

　
児
童
手
当
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
日
本
国
民
が
、
次
の
要
件
に
あ
て

は
ま
っ
て
い
る
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

q
1
8
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養
育

　
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
1
人
以
上
が
、

　
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と
。

秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

心
配
ご
と
相
談

生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と

き
　
毎
週
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら

十
『
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

②
そ
の
人
の
前
年
の
収
入
が
、
　
一
定
の

　
額
に
満
た
な
い
こ
と
。

※
　
支
給
額

　
児
童
手
当
の
額
は
、
三
人
以
上
の
児

童
の
う
ち
、
出
生
順
に
数
え
て
三
人
目

以
降
で
あ
る
義
務
教
育
終
了
前
の
児
童

一
人
に
つ
き
月
額
五
千
円
で
、
市
町
村

民
税
所
得
割
の
額
が
な
い
受
給
者
は
、

月
額
6
千
円
で
す
。

※
　
支
払
い

　
児
童
手
当
は
、
認
定
し
た
町
長
が
、

毎
年
、
2
月
、
6
月
、
1
0
月
の
3
回
に

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
月
の
前
月
ま

で
の
4
カ
月
分
を
ま
と
め
て
支
払
い
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
社
会
福
祉

係
に
ご
相
談
下
さ
い
。

児
童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
引
き
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
市
町

村
民
税
所
得
割
の
額
が
な
い
方
々
が
、

月
額
一
人
に
づ
き
六
千
五
百
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
年
の
十

月
一
日
よ
り
実
施
の
予
定
で
、
職
権
に

て
処
理
い
た
し
ま
す
。

　
児
童
手
当
現
況
届
を
ま
だ
提
出
さ
れ

て
い
な
い
受
給
者
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六

月
中
に
、
児
童
手
当
現
況
届
を
町
役
場

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
も
し
、
こ
の
届
出
を
提
出
し
な
い
と

引
き
続
い
て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、

六
月
分
以
降
の
児
童
手
当
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
い
そ

い
で
役
場
社
会
福
祉
係
ま
で
提
出
し
て

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励



保
健
衛
生
シ
り
ー
ズ

⑮

食
中
毒
が
花
ざ
か
り
の
季
節
で
す

叉’
嘱
、

一
人
一
人
が
注
意
し
ま
し
ょ
う

⊂〕

‘／

　
．

”
げ
　
濡

　
六
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
ま
で
は
食

中
毒
の
多
く
出
る
季
節
で
す
。

　
東
頚
城
で
も
今
年
に
な
っ
て
二
件
、

十
四
人
の
患
者
が
で
ま
し
た
。
現
在
県

内
で
発
生
し
て
い
る
食
中
毒
の
原
因
は
、

注
文
に
よ
る
折
詰
料
理
を
そ
の
場
で
食

べ
ず
大
半
が
家
庭
に
み
や
げ
と
し
て
持

ち
帰
り
食
べ
た
た
め
で
す
。

　
従
っ
て
十
月
中
旬
ま
で
は
な
る
べ
く
折

詰
料
理
の
注
文
は
さ
け
る
よ
う
に
す
る

こ
と
と
、
折
詰
料
理
は
家
庭
に
持
ち
帰

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
食
中
毒
の
多
い
食
品
に
は
、
弁
当
類

・
魚
介
類
と
そ
の
加
工
品
、
菓
子
類
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
生
も
の
を
さ
け
、
で

き
る
だ
け
新
鮮
な
野
菜
や
煮
物
を
た
べ

る
よ
う
な
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

《
食
中
毒
を
予
防
す
る
た
め
の
注
意
》

1。

調
理
場
食
品
棚
の
整
理
清
潔
保
持

2
ネ
ズ
ミ
・
ハ
エ
・
ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の

　
徹
底
的
駆
除

a
皮
膚
粘
膜
に
傷
が
あ
り
ウ
ミ
を
も
っ

　
て
い
る
人
は
料
理
し
な
い
。

4
せ
き
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
汁
、
鼻
く
そ

　
等
が
食
器
・
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う

　
マ
ス
ク
・
髪
覆
い
・
エ
プ
ロ
ン
を
す
る
。

5
完
全
な
手
洗
の
励
行
（
爪
切
↓
石
ケ

　
ン
↓
流
水
）

6。

食
器
具
・
包
丁
・
ま
な
板
を
十
分
洗
う
。

7
作
っ
て
か
ら
長
時
間
た
っ
た
も
の
は

　
惜
し
ま
ず
に
捨
て
る
。

a
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
た
も
の
は
す
ぐ
調

　
理
す
る
か
す
ぐ
食
べ
る
こ
と
。

小
1
6
1
1
Ψ
小
十
Ψ
王
小
i
⊥
▼
1
Ψ
小
ー
ム
τ
ー
Ψ
小
I
I
．
T
L
Ψ
小
1
⊥
T
Ψ
小
十
［
Ψ
↑
Ψ
・
小
1
ゐ
T
I
Ψ
小
1
⊥
▼
1
Ψ
小
1
⊥
▼
1
Ψ
小
ー
ム
T
l
Ψ
▲
l
I
I
▼
小
1
⊥
了
1
Ψ
小
1
⊥
▼
↓

　
「
二
十
五
年
」
と
い
う
老
令
年
金
の

資
格
期
間
が
、
十
年
か
ら
二
十
四
年
に

短
縮
さ
れ
て
い
る
人
の
年
金
額
を
計
算

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
明
治
三
十

九
年
四
月
二
日
か
ら
大
正
五
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
人
が
、
十
年
間
保
険

料
を
納

め
た
場

合
の
年

金
額
は
、

あ
な
た
の
年
金
額

　
　
こ
う
し
て
計
算

⑪定額年金

｛1，300円X（10年X12月）｝X

　　　　　　1，167二二182，052円

②特別加算

〔500円X｛300一（10｛年×12月）D

　　　　　X1．167＝105，030円

計182，052円＋105，030円

　　　　　　　　　　287，082円

と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
年
金
額
に
一
〇
〇
円
未
満
の

端
数
が
で
た
と
き
は
、
五
〇
円
未
満
を

切
捨
て
、
五
〇
円
以
上
は
一
〇
〇
円
に

切
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
場
合
の
年
金
額
は
、

二
八
七
、
　
一
〇
〇
円
と
な
り
、
月
額
二

三
、
九
二
五
円
の
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
老
令
年
金
を
う
け
ら
れ
る
年
令
は

原
則
と
し
て
六
十
五
才
で
す
が
、
老
令

年
金
を
う
け
る
資
格
が
あ
っ
て
、
六
十

才
を
す
ぎ
て
い
る
場
合
、
本
人
が
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま

　
　
　
　
　
　
　

す
。
　
（
こ
れ
を
　
老
令
年
金
の
繰
上
げ

請
求
　
と
い
い
ま
す
）

　
　
　

　
た
だ
し
年
金
額
は
請
求
時
の
年
金
に

よ
っ
て
一
定
の
率
が
減
額
さ
れ
、
こ
の

比
率
で
年
金
は
一
生
支
給
さ
れ
ま
す
。

繰上げすると………

年　　齢 支給額 年金額

60歳～61歳未満 58％ 166，500

61歳～62歳未満 65％ 186，600

62歳～63歳未満 72％ 206，700

63歳～64歳未満 80％ 229，700

64歳卜一65歳未満 89％ 255，500

65歳～66歳末満 100％ 287，100

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

　
冷
蔵
庫
は
十
度
C
以
下
の
こ
と
。

9
生
よ
り
火
を
通
し
た
食
品
は
安
全
だ

　
が
煮
直
し
は
過
信
し
な
い
よ
う
に
。

n
折
詰
め
は
特
に
注
意
し
冷
や
し
た
も

　
の
を
詰
め
る
。

n
下
痢
し
た
ら
早
く
受
診
し
料
理
を
し

　
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
以
上
食
事
の
注
意
と
と
も
に
衣
類
や

寝
具
の
清
潔
・
乾
そ
う
も
大
切
で
す
。

　
自
分
な
り
の
運
動
で
い
い
で
す
か
ら

仕
事
で
使
わ
な
い
筋
肉
や
関
節
を
毎
日

動
か
し
内
臓
や
血
行
の
働
き
を
よ
く
し
、

つ
ゆ
か
ら
夏
を
元
気
で
過
し
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

六
月
受
付
分
（
受
付
順
）

鑓験　
　
　
　
　
父
貞
義

鈴
木
夕
希
子
　
　
　
長
女

　
　
　
　
　
母
百
合
子

小
堺

　
　
父
利
和

健
吾
母
久
子
長
男

　
　
　
　
　
父
孝
市

植
木
ま
さ
し
母
た
袈
男

　
　
　
　
　
父
健
一

井
上
奈
攣
母
淳
子
長
女

佐
藤

松
代

　
中
島
屋

屋
野

4
堺
板
金

松
代
桶
屋

寺
田
板
屋

　
　
父
茂
辰

茂
樹
母
キ
ヨ
甥
県
蟹
住
宅

　
　
　
　
　
父
正

池
田
さ
つ
き
母
竹
野
長
女

嶋
田
　
将
之

お
く
や
み

（
死
亡
）

小
堺
隆
雄

小
堺
盛
一

莇
騰
ん

父
幸
二

　
　
　
二
男
　
千
年

母
幸
子
　
　
　
　
　
元
七

四
六
才
　
蒲
生
　
細
川

六
三
才
　
儀
明
あ
ら
や
し
き

人ロのうこき

7月1日現在

1，922（＋2）

3．690（＋2）

3．750　（一8）

7．440　（一6）

世帯数

人口男

　　女

　計

死亡　2

転出22
減計24

出生　7

転入11
増計18



県
民
ス
ポ
ー
ツ
松
代
大
会
結
果

婁

　
第
1
5
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
松
代
大

会
は
6
月
1
7
日
、
6
月
2
4
日
の
両
日
松

代
小
学
校
、
松
代
高
校
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
各
種
目
と
も
に
熱
戦
が
展
開

さ
れ
応
援
団
の
声
援
と
と
も
に
楽
し
い

ス
ポ
ー
ツ
の
日
で
し
た
。

　
今
大
会
で
、
恵
ま
れ
な
い
施
設
・
条

件
を
克
服
し
地
域
ぐ
る
み
で
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
続
け
て
い
る
太
平
友
の
会
の
皆

さ
ん
を
特
別
表
彰
し
、
そ
の
努
力
と
ス

ポ
ー
ッ
ヘ
の
情
熱
を
讃
え
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
日
常
の
中
に
と
り
入
れ

明
る
い
生
活
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

大
会
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▲
一
般
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
15
チ
ー
ム
）

一
位
　
松
代
青
年
会
A
チ
ー
ム

ニ
位
　
千
年
青
年
会
　
チ
ー
ム

三
位
　
松
代
教
員
　
　
チ
ー
ム

三
位
　
小
荒
戸
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

ム
優
秀
選
手
賞

　
サ
ー
ブ
賞

　
　
市
川
角
治
（
南
青
ス
ポ
ー
ツ
C
）

　
　
柳
ふ
み
子
（
伊
沢
ポ
パ
イ
）

　
レ
シ
ー
ブ
賞

　
　
五
十
嵐
文
江
（
松
代
教
員
）

　
　
若
月
正
美
（
伊
沢
ポ
パ
イ
）

　
ア
タ
ッ
ク
賞

　
　
島
田
幸
二
（
千
年
青
年
会
）

　
　
石
口
松
男
（
松
代
青
年
会
A
）

繋
蕪
鞭
欝
ミ
き

蝋
　
㈱

▲
一
般
卓
球
の
部

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
1
3
チ
ー
ム
）

△
団
体
戦
の
部

　
一
位
　
伊
沢
A
チ
ー
ム

　
ニ
位
　
役
場
パ
ー
ス
ン
ズ

　
三
位
　
松
高
O
B
チ
ー
ム

ム
個
人
戦
・
男
子
の
部

　
一
位
　
小
堺
美
智
雄
（
松
高
O
B
）

　
二
位
　
高
橋
利
夫
（
混
合
）

　
三
位
柳
利
彦
（
役
場
）

△
個
人
戦
・
女
子
の
部

　
一
位
　
小
海
さ
い
子
（
松
高
）

　
二
位
　
中
村
三
枝
子
（
松
高
）

　
三
位
　
米
持
俊
子
　
　
（
松
高
）

▲
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

～
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
ラ
ン
ク
～

　
　
　
　
関
谷
信
一
郎

　
一
位
　
　
　
　
　
　
　
協
会

　
　
　
　
石
口
　
博
雄

～
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
B
ラ
ン
ク
～

　
　
　
　
鈴
木
　
孝
雄

　
一
位
　
　
　
　
　
　
　
松
代
青
年
会

　
　
　
　
関
谷
　
邦
一

～
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
A
ラ
ン
ク
～

　
一
位
石
口
博
雄
（
協
会
）

　
二
位
　
樋
口
一
久
（
高
校
）

　
三
位
　
福
原
浩
之
（
高
校
）

　
三
位
　
関
谷
信
一
郎
（
協
会
）

～
一
般
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
B
ラ
ン
ク
～

　
一
位
　
鈴
木
正
武
（
松
高
O
B
）

　
二
位
　
関
谷
邦
一
（
松
代
青
年
会
）

　
三
位
　
瀬
沼
伸
彦
（
松
代
青
年
会
）

　
三
位
　
大
島
正
明
（
松
高
教
員
）

～
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
～

　
　
　
　
山
岸
ま
ゆ
み

　
一
位
　
　
　
　
　
　
　
協
会

　
　
　
　
富
沢
志
恵
子

～
一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
～

位位位位

仲
村
美
江
子

佐
藤
知
子

山
岸
ま
ゆ
み

山
岸
美
恵
子

（
高
校
）

（
高
校
）

（
高
校
）

（
高
校
）

～
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
～

　
一
位
山
賀
健
一
郎
（
松
代
中
）

　
二
位
柳
正
春
（
松
代
中
）

　
三
位
市
川
清
（
松
代
中
）

　
三
位
　
山
賀
和
宏
　
　
（
松
代
中
）

～
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
～

　
一
位
　
万
羽
匠
子
　
（
松
代
中
）

　
二
位
　
室
岡
登
喜
美
（
松
代
中
）

▲
婦
人
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

　
　
　
　
　
　
　
（
参
加
7
チ
ー
ム
）

　
一
位
　
松
代
A
組

　
二
位
　
伊
沢
チ
ー
ム

　
三
位
　
千
年
チ
ー
ム

　
三
位
　
室
野
チ
ー
ム

登
ー
ブ
『

－

灘

㌻

鑓
麹
潟

『

男　　　賜7　▼戸　r　　　　　　＿J　r　廿

　　　　〆［　　　　r　　　　　l「　r　「r

r　　　　　T　r　r　H　　F

7月29日

6
　
卜
－
▼
　
、
〆
　
　
　
　
　
〆
▼
　
6

　
松
代
町
で
は
壮
年
の
運
動
不
足
を
解

消
し
生
活
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
と
り
入

れ
、
明
る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ

く
目
的
で
壮
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

☆
日
時
　
7
月
2
9
日
（
午
前
9
時
）

☆
会
場
　
旧
松
代
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

☆
対
象
　
町
内
居
住
す
る
3
0
才
以
上
の

　
　
　
　
男
・
女

☆
そ
の
他
　
地
域
別
対
抗
を
原
則
と
し

　
ま
す
が
、
　
一
チ
ー
ム
で
き
な
い
地
域

　
は
混
合
で
編
成
い
た
し
ま
す
の
で
多

　
数
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
申
込
み
・
問
合
せ
は
町
総
合
セ
ン
タ

　
ー
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の



探
鳥
会
で

32
種
を
確
認

松
代
町
自
然
愛
護
会

　
21
回
目
を
迎
え
た
松
代
の
探
鳥
会
を

6
月
1
7
日
午
前
四
時
よ
り
お
こ
な
い
、

32

種
の
野
鳥
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
1
6
日
午
後
七
時
よ
り
少
林
寺
に
お
い

て
野
鳥
集
会
が
も
た
れ
、
講
師
の
竹
内

金
治
（
上
越
市
）
先
生
か
ら
野
鳥
に
つ

い
て
の
話
と
、
モ
モ
ン
ガ
ー
と
ム
サ
サ

ビ
に
つ
い
て
高
校
の
生
物
班
の
諸
君
か

ら
熱
心
な
質
問
も
出
て
か
っ
て
な
い
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
探
鳥
会
は
、
十
日
町
か
ら
の
参
加
者

も
あ
り
、
4
0
名
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
松
代
山
岳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
も
、

三
時
半
に
は
皆
集
合
し
、
遊
歩
道
を
抜

け
て
カ
ヤ
バ
線
を
通
り
、
京
塚
線
を
帰

っ
て
来
ま
し
た
。

　
松
代
の
鳥
「
ノ
ジ
コ
』
も
各
所
で
声

が
き
か
れ
ま
し
た
。

　
鳥
の
巣
も
み
つ
か
り
ま
し
た
が
、
子

供
達
に
は
自
然
を
大
切
に
と
講
師
か
ら

話
が
あ
り
、
丈
夫
に
育
っ
て
ほ
し
い
と

そ
の
ま
＼
に
し
て
帰
り
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
も
、
や
た
ら
に
巣
や
卵
を

と
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
来
年
も
探
鳥
会
を
や
り
ま
す
の
で
、

是
非
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

號

探
　
鳥

Aム

　
　
　
　
　
　
松
代
小
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
藤
巻
幹
子

　
六
月
十
七
日
、
そ
の
日
は
、
朝
四
時

か
ら
　
探
鳥
会
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
始
め
ね
む
く
て
楽
し
く
な
か
っ
た
け

ど
、
ね
む
り
が
さ
め
る
に
つ
れ
、
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
し
た
◎

　
私
は
、
お
と
な
の
人
に
、
ぼ
う
え
ん

き
ょ
う
を
か
り
、
メ
ジ
ロ
・
モ
ズ
・
カ

ル
ガ
モ
な
ど
見
ま
し
た
。

　
ウ
グ
イ
ス
・
カ
ッ
コ
ウ
な
ど
も
　
さ

か
ん
に
　
な
い
て
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
せ
っ
か
く
来
て
下
さ
っ
た

「
竹
内
金
治
」
先
生
の
説
明
が
よ
く
き

こ
え
な
く
　
残
念
で
し
た
。

　
で
も
、
外
の
人
が
　
教
え
て
く
れ
た

の
で
　
だ
い
た
い
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
朝
日
の
の
ぼ
る
所
を
見
ま
し
た
。

と
っ
て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
朝
日
を
見
た
の
は
、
さ
ど
へ
い
く
と

き
、
船
の
上
で
見
た
の
で
　
二
回
目
で

す
が
、
海
と
、
山
で
は
、
た
い
へ
ん
な

ち
が
い
だ
け
ど
、
ど
ち
ら
も
き
れ
い
で

し
た
。

　
道
路
に
は
、
車
に
ひ
か
れ
た
カ
エ
ル

が
　
た
く
さ
ん
い
て
　
き
も
ち
わ
る
か

っ
た
で
す
。

　
け
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
　
鳥
を
見
た
り

声
を
聞
い
た
り
し
て
る
う
ち
に
わ
す
れ

て
い
ま
し
た
。

　
帰
り
に
、
よ
り
道
し
て
、
ク
ワ
イ
チ

ゴ
を
と
っ
て
食
べ
た
の
で
、
手
が
む
ら

さ
き
色
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
や

っ
ぱ
り
、
ク
ワ
イ
チ
ゴ
は
お
い
し
い
。

　
私
は
、
探
鳥
会
で
、
多
く
の
鳥
の
声

を
聞
い
た
り
、
す
が
た
を
見
た
の
で
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も

楽
し
く
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。

》　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
そ
の
他
の
事
件

で
被
害
を
受
け
た
の
に
、
検
察
官
が
犯

人
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
の
は
ふ
に

お
ち
な
い
…
．
…
」
こ
ん
な
不
満
を
お
持

ち
の
方
は
気
軽
に
左
記
の
検
察
審
査
会

事
務
局
へ
御
相
談
下
さ
い
。

　
審
査
会
は
各
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿

か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
審
査

員
か
ら
な
り
、
住
民
の
代
表
と
し
て
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
侶

全
な
良
識
に
よ
っ
て
検
察
官
の
捜
査
の

あ
と
を
調
べ
な
お
し
て
く
れ
る
、
民
主

的
な
国
の
機
関
で
す
。

　
こ
の
制
度
は
発
足
以
来
三
十
年
を
経

過
し
て
、
よ
う
や
く
社
会
に
定
着
し
て

き
て
は
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
十
分
活
用

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
相
談

も
審
査
の
申
立
て
も
一
切
無
料
で
、
特

に
毎
週
月
曜
日
は
審
査
相
談
日
と
し
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
遠
慮
な

く
お
出
で
下
さ
い
。

上
越
市
大
手
町
一
番
二
六
号

　
新
潟
地
方
裁
判
所
高
田
支
部
内

高
田
検
察
審
査
会
事
務
局

電
話
（
上
越
局
）

　
（
〇
二
五
五
）
二
四
－
五
一
六
〇
番

●
”
●
H
●
”
●
H
●
”
●
H
●
H
●
”
口
●
日
●
口

重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料

支
給
の
ご

案
内

　
自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
で
は
、

昭
和
54
月
8
月
か
ら
、
自
動
車
事
故
に

よ
る
後
遺
障
害
者
の
う
ち
、
特
に
重
度

の
精
神
神
経
障
害
の
た
め
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
者
の
ご
家
庭
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
介
護
料
を
支
給
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
し
ま
す
。

L
　
介
護
料
の
支
給
要
件

・
目
動
車
事
故
に
よ
り
脳
損
傷
を
生
じ

　
目
力
移
動
が
不
可
能
で
あ
る
。

　
目
力
摂
食
が
不
可
能
で
あ
る
。

　
尿
尿
失
禁
状
態
に
あ
る
。

等
の
状
態
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
状
態

が
3
カ
月
以
上
継
続
し
て
い
る
者
（
受

給
資
格
者
）
に
対
し
介
護
料
を
支
給
し

ま
す
。

2。

介
護
料
の
額

・
一
日
に
つ
き
三
、
O
O
O
円

（
目
宅
で
看
護
婦
等
以
外
の
者
の
介
護

　
を
受
け
て
い
る
場
合
は
一
、
五
〇
〇

　
円
。
）

　
介
護
料
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は

受
給
資
格
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
詳
細
に
内
容
を
知
り
た
い
方
は
、
左

記
の
支
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
潟
市
本
町
通
7
番
町
一
一
五
三

〒951

東
開
第
一
ビ
ル
6
階

目
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
i

　
新
潟
主
管
支
所
業
務
課
長

T
E
L
（
〇
二
五
二
）

　
　
　
　
二
三
ー
一
二
三
五
番



税
務
職
員
募
集

o
試
験
名

　
昭
和
54
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
（
税
務
）

○
受
験
資
格

　
昭
和
34
年
4
月
2
日
か
ら
、
昭
和
37

　
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

○
募
集
期
間

　
昭
和
留
年
7
月
－
日
か
ら
7
月
2
0
日

　
ま
で

o
申
込
先

　
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目

　
　
三
i
三
　
人
事
院
関
東
事
務
局

○
試
験
日

　
第
一
次
昭
和
図
年
9
月
3
0
日

　
第
二
次
　
昭
和
図
年
11
月
中
旬
か
ら

　
　
　
　
　
1
2
月
上
旬
ま
で
の
1
日

○
そ
の
他

　
採
用
後
は
一
年
間
、
税
務
大
学
校
普

通
科
生
と
し
て
、
税
務
職
員
と
な
る
た

め
の
研
修
を
受
け
、
研
修
終
了
後
は
そ

れ
ぞ
れ
税
務
署
等
へ
配
属
さ
れ
ま
す
。

（
そ
の
間
月
額
約
8
万
2
千
円
の
給
与

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
）

郵
政
職
員
募
集

　
人
事
院
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
国

家
公
務
員
初
級
職
員
の
募
集
を
し
ま
す

が
、
郵
政
関
係
の
主
な
応
募
要
領
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
募
集
期
間
－
：
－
昭
和
54
年
7
月
H
日

　
か
ら
7
月
2
0
日
ま
で

○
資
　
格
－
：
－
昭
和
31
年
4
月
2
日
か

　
ら
昭
和
3
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

　
れ
た
方
。

o
職
　
種
…
－
郵
政
事
務
A
（
内
務
事

　
務
で
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
郵
政
事

　
務
B
（
内
部
事
務
で
男
子
の
み
）
の

　
二
種
類
で
す
。
募
集
人
員
・
郵
政
事

　
務
A
H
信
越
地
域
約
二
十
人
、
郵
政

　
事
務
B
”
信
越
地
域
約
五
十
人
で
す
。

○
試
験
日
．
－
…
第
一
次
試
験
は
9
月
3
0

　
日
・
第
二
次
試
験
は
1
1
月
中
旬
の
予

　
定
で
す
。

○
合
格
発
表
…
…
第
一
次
合
格
発
表
は

　
1
1
月
5
日
・
最
終
合
格
発
表
は
1
2
月

　
21
日
で
す
。

　
申
込
み
等
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

松
代
郵
便
局
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
田
税
務

署
総
務
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

鐵
麟
灘
鷲
雛
．
韓
韓
蓉
韓
韓
韓
韓
韓
韓
蓉
韓
韓
韓
韓
韓

◎
電
話
番
号
変
更
に
つ
い
て

　
今
年
一
月
よ
り
六
月
ま
で
の
間
に
、

新
設
・
変
更
さ
れ
た
電
話
番
号
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

◎
新
　
　
設

若
井
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
七
i
二
五
六
一

斉
木
　
勝
　
　
七
－
二
三
九
〇

米
良
一
男
　
　
七
i
二
五
六
二

小
川
敏
春
　
　
七
－
二
五
六
三

ヒ
ラ
モ
ト
（
文
具
）
七
1
二
五
五
七

新
田
教
員
住
宅
七
－
七
四
六
一

黒
田
広
幸

佐
藤
幸
治

千
葉
　
駿

佐
藤
茂
辰

花
崎
春
男

七七七七七
l　l　l　I　l

二二二二七
五三五五四
七九六六六
三五九七五

松
代

　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

　
　
　
⑳
　
　
　
慧
繍

韓
韓
　
　
　
　
　
　
　
韓
韓
韓
馨
韓

福
田
組
（
株
）
松
代
作
業
所

　
　
　
　
　
　
七
－
二
三
七
〇
　
太
平

酒
井
工
務
店
松
代
作
業
所

韓
蔀
韓

韓
韓

　
　
　
　
　
　
七
－
二
五
〇
一

竹
内
可
江
子
　
七
－
二
五
六
四

山
岸
麓
　
七
－
八
四
二
六

山
岸
喜
三
郎
　
七
－
八
四
二
五

山
本
芳
雄
　
　
七
－
七
五
三
〇

マ
ツ
ダ
電
子
松
代
工
場

　
　
　
　
　
　
八
－
二
一
〇
七

佐
藤
定
行
　
　
八
－
二
〇
一
六

◎
変
　
　
更

若
井
常
治
　
　
七
－
二
五
七
二

鈴
木
幸
紀
代
　
七
1
二
五
七
五

小
堺
テ
ン
ト
店
七
ー
二
三
七
八

犬““蒲太
伏　生平

室
野

〃儀松ノヴ

明代

羅
惣
欝
　
語
田
羅

お
年
玉
賞
品

引
換
え
は

8
月
4
日
ま
で
で
す

　
昭
和
5
4
年
用
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が

き
の
お
年
玉
賞
品
の
引
換
え
は
8
月
4

日
ま
で
で
す
。

　
ま
だ
賞
品
を
受
け
取
っ
て
お
ら
れ
な

い
方
は
、
お
早
目
に
お
近
く
の
郵
便
局

の
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

毎月10日は

“交通安全家庭の日”

　　　　　　　です。

家庭や職場で交通

事故を起こさない、

合わない」

誓いをしましょう．

二ニコ
司国日一1

”
二
輪
車
事
故
が
激
増
し
て
い
ま
す
。

〃

　
松
代
町
で
発
生
し
た
人
身
交
通
事
故

は
6
月
2
8
日
現
在
で
1
2
件
（
昨
年
同
期

7
件
）
で
す
。
こ
の
事
故
の
う
ち
2
輪

車
関
連
事
故
は
8
件
（
昨
年
同
期
3
件
）

で
、
昨
年
の
3
倍
近
い
激
増
傾
向
を
示

し
て
い
ま
す
。

〇
二
輪
車
事
故
の
原
因
は

　
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ

　
わ
き
見
運
転

　
右
折
不
適

　
無
理
な
追
越
し

等
の
二
輪
運
転
者
の
皆
さ
ん
方
の
不
注

意
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
の
身
近
な
話
合
い
と
、
学
校
、

職
場
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
指
導
会
を

積
極
的
に
開
催
し
、
歩
行
者
、
運
転
者

の
皆
さ
ん
方
の
交
通
マ
ナ
ー
の
習
得
と

事
故
防
止
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動



熱
　
ヤ
　
　
よ

　
　
蜜
＼
　
乏
’
4

　
　
　
も
ふ

支
芸
　

　
て
る
て
る
坊
主

　
　
　
　
　
　
　
西
潟
ま
さ
を

二
人
三
人
親
し
い
人
達
続
い
て
逝
け
り

追
れ
る
ご
と
く
年
改
ま
る

必
要
品
補
聴
器
と
杖
と
眼
鏡
と
同
年
の

友
0
賀
状
は
た
の
し

無
為
に
過
し
た
二
三
日
が
惜
ま
れ
る
多

日
な
り
障
子
の
切
り
張
り
を
す
る

二
月
の
雨
は
音
に
な
ら
ず
雨
あ
し
は
に

ぶ
く
光
り
て
雪
に
消
え
入
る

昏
れ
近
く
降
り
つ
の
る
雨
う
す
暗
く
眼

に
入
る
も
の
み
な
水
藻
の
ご
と
し

歌
の
屑
か
ご
よ
り

　
　
　
下
山
　
古
　
稀
　
老

耕
運
機
ふ
と
鳴
り
や
み
て
丘
の
上
に

　
　
若
き
夫
婦
が
夕
日
に
い
こ
う

睦
じ
き
仲
に
や
あ
ら
む
往
き
つ
来
つ

　
　
植
え
ゆ
く
笠
の
双
つ
並
べ
り

独
り
喫
う
莫
の
煙
り
輪
に
ふ
き
て

　
　
は
げ
し
く
ゆ
れ
る
世
の
態
思
う

山
吹
き
に
音
な
く
注
ぐ
五
月
雨
は

　
　
春
の
名
残
り
か
梅
陣
の
さ
き
が
け

人
も
寄
せ
ぬ
纈
か
鷹
な
り
し
海
老
原

　
　
今
は
か
ダ
や
き
諸
車
の
往
き
交
う

老
友
妻
を
失
う

つ
　
ま

老
妻
亡
く
し
映
る
厨
の
独
り
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
も

　
　
手
鍋
ひ
く
ら
し
哀
し
き
わ
が
老
友

在
り
し
日
の
こ
と
ど
も
夢
に
む
す
ぶ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
も

　
　
広
き
閨
に
て
独
り
寝
る
老
友

努
め
て
も
学
び
と
ぼ
し
き
身
に
あ
り
て

　
　
心
に
そ
へ
ぬ
哀
れ
こ
の
歌

う
つ
む
い
て
雨
を
見
て
居
る
て
る
て
る

坊
主
誰
か
の
姿
に
似
る
と
思
へ
り

い
づ
こ
に
ひ
そ
み
寒
す
ご
せ
し
や
み
の

虫
ひ
と
つ
動
く
と
も
な
く
壁
板
を
這
ふ

長
か
り
し
七
十
七
年
長
し
と
も
思
わ
ぬ

日
も
あ
り
や
が
て
ま
た
春

解
放
の
次
に
ま
た
来
る
別
な
拘
束
所
詮

こ
の
世
は
ま
わ
り
灯
籠

眉
毛
の
中
に
ひ
と
き
わ
伸
び
し
白
い
の

二
本
抜
む
と
思
い
鏡
に
見
入
る

老
醜
を
露
わ
し
た
顔
が
鏡
に
浮
か
ぶ
苦

笑
を
す
れ
ば
そ
れ
も
苦
笑
す

ま
た
一
人
親
し
い
友
の
計
を
聞
く
木
の

芽
も
花
も
開
く
を
待
た
ず
に

雪
の
消
え
ま
に
ふ
き
の
と
う
を
摘
み
つ

ま
た
ひ
と
冬
を
生
き
伸
び
た
り
と
改
め

て
思
ふ

春
夏
雑
詠

　
　
　
　
　
　
　
柳
　
　
茶
　
　
水

鴬
の
蹄
き
競
え
け
り
右
左
り

鴬
に
倹
し
き
道
を
し
ら
ず
通
る

葉
桜
の
そ
の
暗
が
り
に
白
い
猫

葉
桜
に
糸
引
く
如
き
雨
が
降
る

　
　
　
　
　
　
こ
よ

あ
じ
さ
い
の
色
濃
し
み
よ
今
朝
の
雨

伏
葱
の
忘
れ
あ
る
ま
＼
坊
主
出
来

窓
の
灯
を
分
ち
て
梅
雨
の
草
光
る

葉
の
裏
に
息
づ
き
長
し
梅
雨
の
蝶

梅
雨
草
や
心
に
拝
す
石
地
蔵

日
隠
し
の
取
れ
し
如
く
に
夕
立
晴

o

αOl

初
夏
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
本
柳
常
仙

夕
立
の
過
ぎ
て
暮
る
や
西
茜

五
月
雨
を
傘
に
う
け
て
墓
参
か
な

新
緑
の
色
増
す
頃
や
衣
換
え

春
雷
の
二
つ
鳴
っ
て
慈
雨
来
た
る

五
月
晴
春
ら
ん
ま
ん
の
朝
日
さ
す

新
緑
の
芽
吹
き
は
じ
め
に
友
逝
き
し

若
葉
濃
く
気
温
も
あ
が
る
立
夏
か
な

そ
て
か
し
て
お
か
千
条
の
藤
の
咲
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
傘

　
柿
　
　
若
　
　
葉

　
　
　
　
千
年
出
身

　
　
　
　
　
　
　
和
地
喜
美
子

車
道
よ
り
少
し
入
れ
ば
柿
若
葉

廃
屋
の
紫
木
連
真
盛
り

母
か
ら
の
小
包
届
く
春
の
緑

追
い
か
け
て
言
伝
た
の
み
春
間
近

扇
風
機
一
人
じ
め
し
て
留
守
番
す

　
東
頸
柔
連
会
員
の

　
　
　
募
集
に
つ
い
て

　
こ
の
ほ
ど
、
安
塚
高
校
柔
道
部
O
B

会
を
中
心
に
東
頚
城
郡
柔
道
連
盟
を
結

成
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
員
相
互
の
親
睦
と
柔
道
の
普
及
を

主
な
る
目
的
と
し
、
東
頚
柔
連
の
名
の

ご
と
く
郡
内
柔
道
愛
好
者
の
多
数
の
会

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
安
塚
町
役
場

内
、
岡
武
夫
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
電
話
（
〇
二
五
五
九
）
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